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Ⅰ．はじめに

13 億人の人口を持つ中国では、急速な経済発展に伴
い外食産業も急激に発達しおり、年間 3600 万トンの食
廃棄物が発生している。都市廃棄物及び家庭ゴミの分別
ができてない上に、食廃棄物の処理に関する問題は、地
域循環経済において大きな課題となっている。一方、飲
食業から発生した食廃棄物を処理する際、その処理過程
で大きな利益が上がっており、そこに目を付け、政府が
問題に対処する前に流通ルートを構築したのが「下水
油」１）業者であった。
昨年以降，各地のメディアが数多く報じた「下水油」
に関する報道によると、食製品としての「下水油」は、
安徽、江蘇、浙江、上海、重慶等の油脂業者を通じて食
品加工会社に販売され、最終的に調味料などの食品原料
に使われていた。これらの関連グループによる売上高
が、昨年で 1000 万元（約 1億 3000 万円）を超えたとい
う統計もある。摘発された業者の中には、品質安全を保
証する国家認証や、行政当局から「バイオ企業」２）の認
定を受けていた会社も含まれていた。このような事態の
中で中国政府は、現状を深刻に受け止めており、司法当
局は今年 2月、下水油に関わる犯罪に対し「最高刑は死
刑も辞さない」との通知も出した。

本稿では、中国の食品廃棄物に関する循環利用の現状
を分析し、同廃棄物のリサイクルに向けた、①回収シス
テム構築、②管理体制の改善、③法整備の課題を明らか
にする目的である。

Ⅱ．中国の食品廃棄物の現状

1．食品廃棄物の定義
中国では、日常的にホテル、レストランや事業系単位
の食堂から発生する食品残渣と食品の残りかす
（RestaurantGarbage）などのゴミは、“泔水 ” ３）と呼ば
れている。また、家庭から出た厨芥（kitchenwaste）と
期限切れ変質食品（FoodResidue）は、生活ゴミと呼ば
れる。
本研究は、ホテル、レストランや事業系単位の飲食業
から発生した飲食ゴミと家庭から出た厨芥のゴミを食
品廃棄物（FoodWaste）と総称する。或いは、事業系の
飲食ゴミと家庭系の食品ゴミを研究対象にする。
中国の文化４）では、ホテル、レストランで外食する
際に、招待側が豊富な食事を準備することが一般的な礼
儀であるが、それらの飲食で発生した油、水分を多く含
む食品廃棄物が大量に発生している。
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2．食品廃棄物の発生量

中国では、食品廃棄物に関する正式な統計が相当に不
足しているため、食品廃棄物の発生量は全体的に抑えに
くい現状である。本研究は、2011 年に国家発展委会が
発表した「食品廃棄物資源化と無害化処理試験」５）都市
のデータに基づいて分析する。図 1示すように、人口の
多い大都市は、食品廃棄物の発生量が大幅に出ていると
見られる。
都市と町の人口の一人あたりの発生量は 0.15kg/で、

全国毎年 3600 万トン余り。

3．食品廃棄物の特徴
（1）構成特徴：
中国の食品廃棄物の特徴は、二種類であると考えられ
る。飲食業で発生した食品廃棄物は、水、有機物、油脂
の含有量が高く、有害物質（重金属など）の含有量も含
まれる。家庭で発生した食品廃棄物は、台所での調理の
際に出た残渣物であり，水、油脂の含有量が若干低く、
一般の生活ゴミと混ざった状態で出されている。
現在，このような食品廃棄物を処理する際に様々な問
題が発生している。中国では、都市生活ゴミの分類が全
く進んでいないため、食品廃棄物と生活ゴミが混ざって
処理されており、水質汚染、悪臭ガスの発生、衛生問題、
食の安全など様々な問題を引き起こしている。平均
COD は、80000-100000mg/Lを超えており，大変危害の
ある生活ゴミと都市廃棄物となっている。最も深刻な問
題は、悪質業者達が、油系の “ 泔水 ” を再利用して下水
油（食品油）を製造していることであり、食の安全を脅

かす状況に陥っている。
（2）発生源の特徴：
食品廃棄物の発生源は、主にホテル、レストラン、料
理店、ホテル及び事業系単位の食堂であり，このような
場所では、必然的に発生量が大きくなる。
（3）成分の特徴：
食品廃棄物の成分は、化学成分と物質成分に分けられ
る。図 2に表すように、食品廃棄物の化学成分は、主に
C元素が 44％、O元素が 35％、H元素が 6％、N元素が
3％、S元素が 0.3％、その他の成分が 12％を占める。図
3 に表すように、物質成分は、粗脂肪 26％、粗蛋白
25％、粗繊維 2％、炭水化物 29％、塩分 5％、カルシウ
ム 0.22％であり、その他の成分（鉛、水銀、カドミウム、
亜鉛、灰など）が 12.78％を占めている。
以上、食品廃棄物の特徴を分析すると、中国の食品廃
棄物は、著しい廃物と資源の二重性を有することが明ら
かになった。澱粉、脂肪、蛋白、繊維素などは、豊富な
有機物なので、動物の飼料と有機肥料に使用される。そ
の一方で、食品廃棄物に含まれる有毒有害の化学物質（重
金属など）は、腐乱変質が速く、病菌を携帯、繁殖しや
すいため，直接，人体に危害を及ぼしている。なお、含
水率（70％－ 80％）、油脂含有量（1%－ 5%）と NaCl（1‰
－ 3 ‰ ）含有量は，海外よりも高くなっている。

Ⅲ．食品廃棄物循環利用の現状

1．回収システムについて
表 1と図 4に表すように、中国の食品廃棄物は，製造
段階（食品製造）、流通段階（食品流通）、消費段階（外
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図 1　2010 年食品廃棄物資源化と無害化処理試験都市の食品廃棄物产生量
（出典：中国統計年鑑 2011 年版から筆者が作成）
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食）、消費段階（家庭）の四段階を経て発生し、正規、
非正規、ゴミ収集の 3つの業者によって回収されている。
中国の食品廃棄物は、澱粉、脂肪、蛋白、など有機物
の含有量が多いため、温度が高い場合，腐乱変質が速く
なり、回収や保管が困難になる。特に、夏は、発生から

処理までの時間が長くかかった場合、食品廃棄物が急速
に腐乱変質をして病菌を繁殖し、人体に影響を及ぼす危
険性が高くなる。
食品廃棄物に関する法整備が不完全なため、正規の回
収システムは機能不全に陥っており、飲食業から出る

図 4　中国の食品廃棄物回収システムフロー
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図 2　食品廃棄物化学成分の比率
（出典：国家発展改革委の関連資料を参考してから筆者が作成）

図 3　食品廃棄物物質成分の比率
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表 1　食品廃棄物各段階の特徴と流れ
分類 特徴 流通先
製造段階（食品製造） 動物性残渣、 再利用（違法も）
流通段階（食品流通） 売れ残り食品 生活ゴミ（埋立、焼却場）
消費段階（外食） “泔水 ”（調理残渣、食品廃棄、食べ残し）：

含水率、有機物、油脂の含有量が高く、有害物質（重
金属など）の含有量もある

再利用（違法も）

消費段階（家庭） 家庭厨芥（調理残渣、食品廃棄、食べ残し）：
含水率、油脂の含有量が少し低くて、

生活ゴミ（埋立、焼却場）

（出典：国家発展改革委の関連資料を参考してから筆者が作成）
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85％の食品廃棄物は、非正規ルートで違法処理業者に流
されている。違法処理業者は、残渣油や地溝油などの油
脂肪系物を食用油に加工して、各地のスーパーマーケッ
トで販売しており、人体への健康被害が発生している。

2．処理技術について
表 2に示すように、中国の食品廃棄物の処理技術は、
焼却埋立て、堆肥処理、メタンガス法、高温発酵飼料法、
生物飼料法の五種類である。現在、堆肥処理技術と関連
施設は、環境負荷の増大や処理周期の長さが問題となり、
運転停止状態である。食品廃棄物の焼却・埋立て施設で
の処理は、大気汚染の問題で政府に規制されている。メ
タンガスの処理方法は、一時期、国家発展改革委会によっ
て国家資源戦略として、各地で示範プロジェクト化され
たが、投資コスト、複雑な加工プロセス、安全性などの
問題で，建設された施設の運営状況が悪化している状況
である。一方、高温発酵飼料処理法は、操作簡便、殺菌
徹底、利益率が高いなどの利点から、中国で主流となっ
たが、国家食品安全委会と農業部の専門家が「豚に処理
した発酵飼料を食べさせると、BSE（狂牛病）ような食
物鎖の問題になる可能性が高い」と指定されたため、発

酵飼料製品の販売は急速に悪化している。最近、食物鎖
の問題を解決するため、舟山市にある蛋白質飼料製造会
社は、食品廃棄物処理と昆虫養殖を繋げて、生物飼料処
理技術を開発した。この生物処理技術は、まず、食品廃
棄物を油、水、有機物に分離してから、有機物を高温処
理に行い、その残渣を昆虫に食べさせる；そして、養殖
した昆虫を昆虫蛋白飼料に作る技術である。しかし、こ
の技術に対する製品基準はなく、商品化することが困難
な現状である。

3．管理システムについて
表 3に示すように、食品廃棄物に関する管理部門は、
住宅都市建設部を中心に、国家発展改革委会、環境保護
部、農業部門などの八つの部門である。
①住宅都市建設部－：
住宅都市建設部は、中国の固体廃物の主管部門である。
地方での主管部門は、建設庁と市政環境衛生部門であり、
主に食品廃棄物の収集運搬と処理を管理する役割であ
る。
具体的に、市政衛生部門は、飲食サービス業に対する
食品廃棄物の収集、保管、整理などの監督責任を負い、

表 2　食品廃棄物の処理技術
処理方式 再資源化製品 長所 短所 代表プロジェクト
焼却埋立て法 ・なし ①コストが安い

②処理サイクルが短い
③処理効率が高い

①環境負荷が増加
（地下水、大気、土壌への汚染）
②栄養物資源の浪費

・一般的なゴミ処分場

堆肥処理法 ・有機肥料 ①コストが安い
②技術が成熟している
③操作制御しやすい

①殺菌が徹底されない（病菌、悪臭）
②処理場がかかる、処理周期が長い
③販売規模が小さい

・北京南宮（停止）
・北京桑徳

メタンガス法 ・メタンガス
・バイオ燃料

①生物技術②ランニング
コストは低い
③再資源化率が高い
④食物鎖なし

①コストが高い
②加工プロセスが複雑
③製品の保管流通が難しい
④安全問題（安全評価が必要）

・青海潔神
・青島天人
・寧波開誠
・蘇州潔浄

高温発酵飼料法・蛋白質
・バイオ燃料

①殺菌が徹底的
②操作が簡便
③製品品質が良く
④利益が高い

①添加補助料が多い
②エネルギー消耗が高い
③製品標準なし、商品化は難しい
④食物鎖の問題

・青海潔神
・北京天湖
・北京嘉博文

生物飼料法 ・生物蛋白質
・バイオ燃料
・生物有機肥

①環境負荷は低い
②再資源化率が高い
③利益が高い
④適応性が強い

①コストが高い
②製品標準なし、商品化は難しい
③大規模な生産が難しい

・舟山

（出典：国家発展改革委の関連資料を参考してから筆者が作成）
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食用油などの原料の仕入れ検査や証明書や請求書などの
状況について重点的に検査し、食用油脂が逆流して一般
家庭に戻ることを防止し、法に基づいて飲食サービス業
が食品安全行為に違反していないか調査する。
②国家発展改革委会－：
国家発展改革委会は、マクロ管理と特定項目の行動計
画の組織的な実行に責任を負い、住宅都市建設部に協力
して食品廃棄物の収集処理など関連管理政策の起草、制
定をする役割である。
③環境保護部－：
環境保護部門は、食品廃棄物の発生単位と処置単位に
対して環境影響評価及び許可を行う。また、環境保護の
観点から竣工について “ 三同時 ” の検査作業を評価する
ことに責任を負い、関連法規に基づいて汚染予防の施設
運行、汚染物質排出に関する監督管理を行なう役割もあ
る。
④農業部－：
農業部門は、食品廃棄物で作られた農製品（飼料）の
流れ、使用範囲などを監督管理する。

⑤財務部－：
財務部門は、国家発展改革委員会に協力して計画の特
定項目に対してプロジェクト経費を管理する。
⑥国家食品安全委員会－：
食品安全部門は、一部の飲食サービスに監督管理責任
を負い、食品原料の仕入れ調査や証明書、請求書の制度
を策定し執行する。
⑦国家質量監督局－：
質量監督部門は、食品生産の流れを監督管理し、法に
基づいて「地溝油」と食品廃棄物など非食用原料加工食
品の違法行為を調査する。
⑧商務部－：
商工業行政管理部門は、食品流通段階の監督管理責任
を負い、食品生産、収集運搬、処置サービスなどの企業
に対して行政許可に基づき登録する。食用油の販売市場
に対して検査監督を行う役割である。
⑨公安部－：
公安交通警察部門は、 「地溝油」製造販売、「地溝油」 

「泔水（米のとぎ汁や野菜や鍋・碗を洗って汚れた水）」
を収集運搬する車両などの犯罪について立案、調査、処
分を行う。

4．政策法規について
表 4に示すように、中国では食品廃棄物に関する政策
法規は、地方レベルと国家レベルに分かれている。初期
の関連法規は、食品廃棄物の処理と食品安全中心に制定
されたが、2008 年の「中国人民共和国循環経済促進法」
によって、食品廃棄物の再利用が認められ再資源化が始
まった。また，同年、「食品廃棄物資源回収と深い加工

表 3　食品廃棄物の管理体制
管理部門 管理範囲
住宅建設部
（建設厅）

固体廃物処理
市政市容管理委员会、都市管理局、
環境衛生

国家発展改革委会 循環経済の発展、廃物の資源化利用
環境保護部 環境汚染の監督管理
農業部 農業用のごみ資源化の残品の監視・管理
財政部 プロジェクト経費の管理
国家食品安全委員会 食品安全の管理
国家質量監督局 規準制定
商務部 飲食単位の監理

表 4　関連政策法規
項目 実施時期 政策・法規名
地
方
レ
ベ
ル

2005 年 1 月
2005 年 11 月
2006 年
2006 年 8 月
2007 年

「上海市食品廃棄物処理管理弁法」
「景徳鎮市食品廃棄物管理弁法」 
「北京市食品廃棄物収集運搬処理弁法」
「寧波市食品廃棄物管理弁法」
「西寧市食品廃棄物管理弁法」、「石家庄市食品廃棄物処理管理弁法」、「深セン市食品廃棄物管
理弁法」など 23 都市で次々と公布

国
家
レ
ベ
ル

2008 年 8 月
2008 年
2010 年
2010 年
2010 年 5 月
2011 年
2012 年 5 月

「中国人民共和国循環経済促進法」
「食品廃棄物資源回収と深い加工技術の標準」（20083001-T-303）
「食品ごみ処理技術規範」（CJJ-2010）
「地溝油規制及び食品廃棄物管理の強化に関する意見」国務院
「食品廃棄物の資源化利用と無害化処理の試験都市」33 都市
「都市家庭ゴミ処理工作を強化する意見」
「十二五全国都市生活無害化処理施設建設計画通知」国務院
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技術の標準」も実施された。2010 年 5 月～ 2011 年 7 月、
国家発展改革委会が中心となって、特定プロジェクトの
行動計画を設定し、全国で 33 のパイロット都市が「食
品廃棄物の資源化利用と無害化処理の試験的活動」を展
開するようになった。このような政策動向を解明すると、
中央政府は、食品廃棄物の再資源化の活動を認識し、国
家資源戦略として同廃棄物の資源化利用と無害化処理を
推進していくことが明らかになった。

Ⅳ．食品廃棄物循環利用の課題

1．回収システム構築にみる課題
図 4に示すように、現在の中国では、85％の食品廃棄
物が不正規のルートを通じて違法処理業者に流され、「地
溝油」や低品の飼料に加工されている現状である。表 5
に示すように、33 都市で示範処理企業を建設しても、
正規ルートでは食品廃棄物を十分に回収できず、多数の
示範処理企業が最大効率で稼動してないことも明らかに
なっている。食品廃棄物の循環利用を順調に推進するた
めに、有効な回収システムを構築する必要があると考え
られる。
回収システムを構築する際に、まず、地方単位で飲食
業から食品廃棄物の発生源を監督する必要性があると考
えられる。次に、飲食業から処理業者までの運送活動は、
特許権を持つ専門の清掃会社が専門の車両で回収するこ
とが求められる。地方政府は、清掃会社の設備投資に対
して、公共施設建設の名目で財政負担する。また、住宅
都市建設部が中心となって、飲食業者の厨房に食品廃棄
物の保管スペースを作る基準を制定する必要があると考

えられる。

2．管理体制の改善における課題
食品廃棄物循環利用に関する管理体制と管理政策が未
だに不完全な状態であり、食品ごみ処理標準や再資源化
の基準が規範化されておらず、処理施設の設計や運行も
根拠がない。国家レベルで一貫した管理政策がなく、資
源化利用を進める体制も不透明な状況である。食品廃棄
物循環利用に関しては、表面的に管理部門が設けられて
いるものの、職責が明確でなく，互いに自己の利益を考
えるため，連携が取れていない、そのため、現状では、
国家レベルのコントロールが十分且つ効率的に果たせな
い可能性が高い。例えば、食品廃棄物の処理技術の選択
についても、各部門の意見が集約されることはなく、各々
が自己利益に基づいて発言するのみである。国家発展改
革委会は、資源循環とエネルギー戦略の観点から、メタ
ンガス技術と高温発酵飼料技術を推進する方針である
が、財務部と農業部は、コストや食物鎖の問題から同方
針を支持しない立場である。そのため、33 のパイロッ
ト都市で始まったプロジェクトは、関連基準と技術標準
の制定が困難な状況に陥っている。今後、管理体制を改
善する際には、まず、各部門の意見を纏めた上で、より
責任の所在を明確にして効率性を高める必要があると考
えられる。

3．法整備における課題
現在、前章で触れたとおり、23 都市で食品廃棄物の
管理規制が実施されたが、国家レベルでは、食品廃棄物
の管理政策と技術法規が明確にされておらず、本領域の
管理目標、技術政策、関連法規などの先行研究が乏しい

表 5　33「食品廃棄物の資源化利用と無害化処理の試験都市」
省 試験都市（区） 省 試験都市 省 試験都市
北京市 朝 区 四川省 成都市 黑龙江省 哈尔滨市
上海市 闵行区 云南省 昆明市 江苏省 苏州市
天津市 津南区 陕西省 宝鶏市 安徽省 合肥市
重庆市 主城区 寧 銀川市 江西省 南昌市

内蒙古自治区 鄂尔多斯市 新疆 乌鲁木齐市 河南省 郑州市
河北省 石家庄市 辽寧省 大連市 湖南省 衡陽市
福建省 三明市 辽寧省 沈陽市 海南省 三亚市
山東省 潍坊市 吉林省 白山市 浙江省 寧波市
山東省 青島市 山西省 太原市 浙江省 嘉 市

広西壮族自治区 南寧市 湖北省 武漢市 貴州省 貴陽市
広東省 深圳市 青海省 西寧市 甘肃省 兰州市
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現状にある。そのため、中国の食品廃棄物の循環利用に
関して、最適な処理技術と管理政策を検討する必要があ
る。そのためには、まず、地方の問題点を分析し、より
効率的な有効政策と管理体制を提案する。そして、その
提案を利用して、国家レベルの食品廃棄物管理弁法或い
は法規整備の条件を形成し関連法律を制定する必要があ
る。
2011 年にスタートした日中間の「中国都市廃棄物循

環利用推進プロジェクト」は、日本の JICA国際機構と
国家発展改革委会が中心となって推進している。本プロ
ジェクトは、「都市廃棄物の循環利用、食品廃棄物の循
環利用、包装廃棄物の循環利用、廃タイヤの循環利用」
の 4つの分野に分けられており、食品廃棄物の循環利用
は、重要な一部である。プロジェクトは、日本から派遣
された専門家と中国の研究者が共に試験都市で基礎調査
を行い、まず、地方レベルの政策規制と回収システムの
構築に対して最適な提案を出す。次に、国家レベルの食
品廃棄物管理弁法を作成するために、法規整備の方向を
議論し、最終的に、日本の専門家達からの協力を基に、
中国政府が「食品廃棄物循環利用管理弁法」を制定する
見通しである。

Ⅴ．まとめ

都市の廃棄物循環利用において、食品廃棄物の処理が
一番困難であると考えられる。中国の食品廃棄物は、水、
有機物、油脂の含有量が高く、有害物質（重金属など）
の含有量も多い。このような食品廃棄物の処理は非常に
困難であり、特に、中国では、都市生活ゴミの分類が全
く進んでいないため、食品廃棄物と生活ゴミを混ぜて処
理することで、水質汚染、悪臭ガスの発生、衛生問題、
食安全など様々な問題を引き起こしている。
近年、メディアで「下水油」に関して数多く報道され
ているように、食製品としての「下水油」が、市民の食
卓に出回って食の安全に深刻な影響を与えている。中国
政府は、この事態を深刻に受け止め、本格的に食品廃棄
物の管理と資源化・無害化処理に力を入れ始め、関連対
策を打ち出した。しかし、管理体制の混乱、政策法規整
備の不足、処理技術の未熟さなどの問題で本質的な問題
が解決されてない現状である。
2011 年の 4 月にスタートした日中間の「中国都市廃

棄物循環利用推進プロジェクト」では、食品廃棄物循環
利用の政策法規に向けた整備が本格的に始まった。この
プロジェクトは日本 JICA国際機構と国家発展改革委員
会が中心となって推進する。プロジェクトの最終的な成
果は、①正規な食品廃棄物の回収システムを構築するこ
と。②食品廃棄物循環利用の技術を向上すること。③地
方レベルの政策規制と国家レベルの食品廃棄物管理弁法
を制定することとなっている。

注
１）「下水油」は、食品廃棄物の油脂部分で作られた食用油の
呼び方であり、販売値段は、正常な食用油よりやや安く、色、
匂いは正常の食用油と近くて、しかし、製造段階では廃油が
高温処理を行って、油の化学変動によって、有害物質が含ま
れている。人間が長く食べ続けると腸癌、胃癌、中毒性肝病
などの病気となる危険性が高い、特に、女性が長期間に食べ
ると卵子への影響もある。最初的な病状は、下痢とお腹が痛
くなって、その次には、全身が脱水状態になる。病状が悪化
すると命が落す危険性があると考える。
２）「バイオ企業」は、廃油でディーゼルを作る企業である。
本研究で述べた「バイオ企業」は、政府が認定された「食品
廃棄物の資源化利用と無害化処理」のモデル企業である。
３）“ 泔水 ” は食べ残すものの総称であり、水系、油系、有機
物系が多く。
４）中国の文化の中では、宴会を開催する側が豊富の食事を準
備することは一般的な礼儀であり、食中に食べ物がなくなっ
た場合は、招待側がけちな様子と見られる。
５）2011 年に国家発展委会が第一批の「食品廃棄物資源化と
無害化処理試験」33 都市を発表した。
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